
ントゲンはこれを購入し，それを使ってその後医学に
有用となった例の光線を発見することができた」．Ｘ線
発見の歴史においてレーナルトの名前をレントゲンと
結びつけようとするこの記述は，残念ながら遅きに失
したものです．レントゲンの存命中に提唱されるべき
でした．しかし，これは過去数年にわたってレーナル
トが様々な機会に発言している内容に一致するもので
す．

ハイデルベルク大学の物理学名誉教授フィリップ・
レーナルト (Phillip Lenard) は，Ｘ線発見史における数
少ない現存するレントゲンの先行者です [5]．陰極線の
性質に関するレーナルトの数々の傑出した研究が，レ
ントゲン線発見の重要な基礎となったことは疑いの余
地がありません．レントゲンもその初報で，レーナル
トの「素晴らしい実験」に言及しています．

私がレントゲン線の歴史に関する研究資料を収集し始
めたとき，多くのパイオニアに手紙を書き，レーナル
トもそのひとりでした．レーナルトはたびたびＸ線発
見をめぐる状況に関して貴重な情報を親切に提供して
くれましたが，しばしばその手紙や著作物では，Ｘ線
発見と彼が果たした役割について何か未知の関係があ
ることを仄めかしていました．例えば 1929 年 8 月 18
日の手紙にこうあります．「( レントゲンの ) Ｘ線発見
への道が，私の研究をリードしていたことは疑いがな
い．当時，私は外部事情のために，研究室で陰極線に
見られる数々の新たな現象全てにわたって満足のいく
ように追求することはできなかった．しかし，この問
題についてノーベル賞講演 [6] で話した以上に述べる
には適切な時機ではないと考える．伝記的な内容に過
ぎず，賢明な諸氏には既に話したことで充分であろう．
これをもって，この問題についてまさにこの時点で科
学の歴史が私に求めることを私はすべて行なったと信
じている」  レーナルトはＸ線発見をめぐる議論に関す
る以前の発表で [7]，後日さらに多くのＸ線線発見に関
するデータが明らかになるであろうと暗示しています．

シュタルク [2]，シュミット [3] は，今回の論文で，
レーナルトが何年も前に言っていることを語っていま
す．シュタルクは，ガラス職人ミュラー－ウンケル
(Müller-Unkel) からのレーナルト管購入に関する 1895
年年のレーナルトとレントゲンの手紙のコピーを提示
し，Ｘ線発見の状況を分析して，レントゲンがレーナ
ルト管を使用していたという確固たる結論に達してい
ます．シュタルクはさらに，Ｘ線発見の素地がレーナ

レントゲンはＸ線発見時にどの陰極線管を使用していたか？
What kind of tube did Röntgen use when he discovered the x-ray?  

Glasser O. Radiology 27:138-40,1936*

レントゲン線の利用に関する数多くのすばらしい報
告が行なわれるこの大会が，Ｘ線あるいはレントゲ
ン線の発見 40 周年に当たることを忘れてはなりませ
ん．Würzburg 大 学 の 物 理 学 教 授，Wilhelm Conrad 
Röntgen が，励起した真空管の近くのシアン化白金バ
リウムが発光するという奇妙な現象を目にしました．
彼はこの現象を，きわめて巧みな方法で徹底的に追求
し，これが彼がＸ線と呼んだ「新種の光線」によるこ
とを発見したのです．

この有名な発見を巡っては多くの物語，伝説があり，
この私もレントゲンの生涯に関する著書でこれを明ら
かにしようと試みたものです [1]．40 年経った今も，
発見の詳細に関する議論が続いています．最近になっ
て，レントゲンがＸ線発見の時に使用していた管球に
関する議論が再燃しました．過去数ヶ月の間に，ドイ
ツの雑誌に，ヒットルフ－クルックス管ではなくレー
ナルト管であるとする幾つかの論文が載りました．こ
の 3 本の論文のタイトルは，物理学技術帝国研究所長
のシュタルク (J. Stark) による「レントゲン線発見の歴
史について」[2]，レーナルトの所属するハイデルベル
ク研究所の物理学教授シュミット (F. Schmidt) による

「レーナルトの窓付き陰極線管の白金箔から放出され
るレントゲン線について」[3]，バーデン・バーデンの
薬剤師でレーナルトの以前の同僚であったレスラー (O. 
Rössler) による「レントゲンの名前がついた光線の発
見について」[4] です．

これらの論文は，いずれも有名なハイデルベルク
の物理学者レーナルトにクレジットを与えようとす
る傾向があります **．これは，レスラーの Müncher 
Medizinische Wochenschrift の論文に最も良く見るこ
とができます．「1895 年，レントゲンはレーナルト
の研究と実験に非常に興味を持ち，その追試にあたっ
て助力を求めた．レーナルトが自分で使った最初の管
球は自作であったが，その後実験機材会社に改良型の
管球を発注した．この管球は高価で，レーナルトはそ
こそこの収入しかなかったことからこれを入手できな
かった．このため彼は，レントゲンへの手紙で，さら
なる研究のためにはこれを購入するよう依頼した．レ

* 1935 年 12 月 2 ～ 6 日，RSNA 総会で発表．
** Erhard Grider による，同様なことを示唆する謎の記事が 1935 年 3
月 1 日付け Züricher Illustrierte Zeitung 紙に掲載されているが，真実
とは思えない内容ばかりで，ここで論じるに値しないと思われる．



月，彼は自分の研究を開始しました．この初期の実験
で，彼がレーナルト管を使用していたことはほとんど
疑いがありません．このレーナルト管から出る陰極線
とシアン化白金バリウムの蛍光板で実験する中で，彼
は距離・角度効果がレーナルトの記載よりも大きいこ
とに気付きました．この結果，彼はこの効果を窓のな
い他の陰極線管でも確認しようとしました．以前の経
験から，窓のない陰極線管が出す陰極線は壁を透過せ
ず，外部の空気に到達することのないことを知ってい
たからです．窓のない陰極線管とは，ヒットルフ管あ
るいはクルックス管です．これらの陰極線管を使って
も，蛍光板上の効果は同じでした．当時知られていた
陰極線の性質ではこの効果を説明できなかったので，
レントゲンは，従来は知られていない透過性をもつ陰
極線か，あるいは新種の光線を見ているものと考えた
のです．彼が徹底した研究によって後者であることを
証明したことは，良く知られており，ここで繰り返す
必要はないでしょう．

シュタルク，シュミットの論文がもたらした新たな知
見は，実際のＸ線発見の経緯により深い洞察を加えた
点で貴重です．しかしその結論に関する限り，私は前
述のように修正する必要があると思います．レントゲ
ンが何か新しいものを見ていると感じた，最初の重要
な観察をしたとき，実際に 2 つのどちらの陰極線を使っ
ていたかということは，あまり重要ではありません．
発見そのものが最大級の偉業であり，発見者の名声は
不滅です．
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する研究も含まれています．またシュミットはレーナ
ルトが，その陰極線の研究においてある奇妙な現象を
観察したが，彼の本来の目的である陰極線をより完全
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す．かくして，レーナルトはこの奇妙な現象が未知の
光線によるものであるという解釈を逸した，というの
です．シュミットとレスラーの論文も [4]，シュタルク
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一方，レントゲンがＸ線発見時にヒットルフ－クルッ
クス管を使っていたという見解も，多くの人々に支持
されています．私もレントゲンに関する自著 [1] で，
いくつかの資料を詳しく調べた上でこの見解を提唱し
ました．最も信頼の置ける情報源は，長年にわたるレ
ントゲンの親友，助手であり，共同研究者でもあった
ツェーンダー (L. Zehnder) です．ツェーンダーはその
近著「レントゲンとツェンダーの手紙」[8] で，レント
ゲンがＸ線を発見した時，ヒットルフ管を使用してい
たと明言しており，このように述べています．「Ｘ線発
見後にレントゲンに会った時，彼はＸ線をヒットルフ
管で発見したのであって，レーナルト管ではないと語っ
た．レーナルトの友人らが，レーナルトがレントゲン
線の真の発見者であるという神話を広めており，レン
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Ｘ線発見時に使用された陰極線に関する，この 2 つ
の見解は相容れないものでしょうか？  私はそうは思い
ません．状況を慎重に分析すると，次のようなことが
分かります．レントゲン自身がこのように述べていま
す [1]．彼はヘルツ，レーナルトの研究から，真空管か
ら出る陰極線の問題に興味をもちました．1895 年 10


